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七
％
）
の
減
と
な
り
、
差
引
き
二

億
七
、
六
六
四
万
円
の
当
年
度
純

損
失
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
欠
損

金
を
加
え
た
当
年
度
末
の
未
処
理

欠
損
金
は
、
二
六
億
八
、
六
二
五

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
駐
車
場
及

び
外
構
工
事
請
負
費
等
の
病
院
改

築
費
に
四
億
三
三
六
万
円
、
大
型

ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄
機
等
資
産
購
入
費

に
一
億
九
、
五
三
五
万
円
、
企
業

債
償
還
金
に
八
億
二
三
八
万
円
を

要
し
、
都
補
助
金
二
億
二
、
〇
八

八
万
円
、
企
業
債
二
億
九
、
二
六

〇
万
円
を
充
て
、
不
足
す
る
額
八

億
八
、
七
六
二
万
円
は
当
年
度
分

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的

収
支
調
整
額
六
八
万
円
と
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
八
億
八
、

六
九
四
万
円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

〇
億
八
、
七
五
一
万
七
千
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
て
二
三
億
四
、
九

三
四
万
三
千
円
増
加
し
た
。
ま
た
、

一
般
会
計
か
ら
企
業
会
計
へ
の
負

担
金
を
見
る
と
一
三
億
五
、
〇
〇

〇
万
円
で
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
金
と
合
わ
せ
る
と
一
七
四
億
三
、

七
五
一
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

社
会
経
済
情
勢
の
不
透
明
さ
が

増
す
中
、
民
生
費
の
増
加
傾
向
は

著
し
い
も
の
が
あ
り
、
加
え
て
市

の
重
要
な
自
主
財
源
で
あ
る
個
人

市
民
税
は
今
後
も
増
収
が
見
込
め

な
い
な
ど
市
財
政
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
、
さ
ら
に

拡
充
し
て
い
く
た
め
に
は
、
予
算

執
行
段
階
に
お
け
る
経
常
経
費
の

抑
制
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
コ

ス
ト
意
識
を
も
っ
た
事
務
の
見
直

し
に
よ
る
行
財
政
運
営
の
推
進
が

必
要
で
あ
り
、
収
納
率
の
向
上
に

よ
る
自
主
財
源
の
確
保
や
計
画
的

な
市
債
の
発
行
な
ど
と
合
わ
せ
て
、

持
続
性
の
あ
る
財
政
基
盤
の
確
立

に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

最
後
に
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て

は
、
委
員
会
審
査
の
際
に
指
摘
し
、

注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
今
後
の
予
算
編
成

及
び
そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
特

に
留
意
さ
れ
た
い
。

　

①
国
際
版
画
美
術
館
の
講
堂
の

利
用
率
を
高
め
る
努
力
を
さ
れ
た

い
。

　

②
繁
華
街
等
に
お
け
る
体
感
治

安
改
善
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
積
極
的
な
活
用
を
図
ら

れ
た
い
。

　

③
自
殺
予
防
の
た
め
に
、
今
後

　

平
成
二
二
年
度
町
田
市
一
般
会

計
・
各
特
別
会
計
決
算
認
定
は
、

九
月
八
日
に
設
置
し
た
一
〇
人
で

構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し

て
一
〇
月
四
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
意

見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
２２
年
度

決
算
を
認
定

し
ま
し
た
 

審
査
報
告
書
の
詳
細
は
 

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
 

決
算
特
別
委
員
会
の
構
成

◎
市
川
勝
斗　

○
戸
塚
正
人

　

渡
辺
厳
太
郎　

松
岡
み
ゆ
き

　

佐
藤
和
彦　
　

お
く
栄
一

　

上
野
孝
典　
　

佐
藤
伸
一
郎

　

殿
村
健
一　
　

お
さ
む
ら
敏
明

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

議
会
の
意
見（
要
約
）

　

平
成
二
二
年
度
（
二
〇
一
〇
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
・
各
特
別

会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
二
、
一

八
六
億
七
、
一
六
九
万
七
千
円
に

対
し
、
歳
出
総
額
二
、
一
三
三
億

四
、
九
一
七
万
円
で
あ
る
。
差
引

き
で
は
五
三
億
二
、
二
五
二
万
七

千
円
の
黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
に
お
い
て
も
四
四
億

六
、
六
〇
七
万
五
千
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

一
般
会
計
で
見
る
と
、
歳
入
は

一
、
三
六
五
億
六
、
三
八
三
万
四

千
円
で
前
年
度
に
比
べ
四
九
億
八
、

六
九
八
万
四
千
円
増
加
し
た
。
歳

出
は
、
一
、
三
三
〇
億
八
、
〇
四

八
万
四
千
円
で
前
年
度
と
比
べ
て

六
〇
億
九
、
五
六
九
万
八
千
円
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
一
般
会
計
か
ら
、
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
を
見
る
と
一
六

全
員
一
致
を
も
っ
て

可
決
し
た
意
見　
　

一 

般 

会 

計 

研
究
検
討
さ
れ
た
い
。

　

①
光
熱
水
費
の
う
ち
、
電
気
代

に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
削
減
の
た

め
入
札
制
度
を
導
入
し
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

歳　

入

歳　

出

平
成
２２
年
度
病
院
事

業
会
計
決
算
を
認
定

事
業
報
告
書
か
ら

　

八
月
三
〇
日
に
上
程
さ
れ
た
平

成
二
二
年
度
町
田
市
病
院
事
業
会

計
決
算
認
定
は
、
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
一
〇
月

四
日
の
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

【
経
営
状
況
】

　

収
益
的
収
支
で
は
、
入
院
患
者

数
は
年
間
延
べ
一
三
五
、
〇
八
九

人
（
一
日
平
均
三
七
〇
・
一
人
）

で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
五
、
一

七
四
人
（
四
・
〇
％
）
増
加
し
、

病
床
利
用
率
も
八
三
・
九
％
と
前

年
度
に
比
べ
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。
外
来
患
者
数
は
年

間
延
べ
三
二
二
、
五
九
九
人
（
一

日
平
均
一
、
三
二
七
・
六
人
）
で

あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
一
一
、
五

九
一
人
（
三
・
七
％
）
増
加
し
ま

し
た
。
入
院
収
益
は
、
患
者
一
人

一
日
当
り
単
価
が
四
八
、
六
二
六

円
か
ら
五
一
、
五
七
三
円
に
上
昇

し
、
前
年
度
に
比
べ
六
億
五
千
万

円
（
一
〇
・
三
％
）
の
増
収
と
な

り
ま
し
た
。
外
来
収
益
も
患
者
一

人
一
日
当
り
単
価
が
九
、
〇
三
五

円
か
ら
九
、
二
七
七
円
に
上
昇
し
、

前
年
度
に
比
べ
一
億
八
千
万
円

（
六
・
五
％
）
の
増
収
と
な
り
ま

し
た
。
入
院
・
外
来
を
合
わ
せ
た

料
金
収
益
は
前
年
度
よ
り
八
億
三

千
万
円
（
九
・
一
％
）
の
増
収
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
費
用
は
給
与
費
で
職
員

増
に
よ
り
三
億
六
、
九
七
二
万
円

（
六
・
五
％
）
の
増
加
、
材
料
費

で
薬
品
費
の
増
な
ど
で
二
、
七
九

三
万
円
（
一
・
二
％
）
の
増
加
、

駐
車
場
設
置
に
係
る
減
価
償
却
費

で
二
、
一
七
七
万
円（
一
・
六
％
）

の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経
費

で
は
委
託
料
な
ど
の
減
に
よ
り
三

億
一
、
五
六
一
万
円
（
一
四
・
四

％
）
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

決
算
額
は
収
益
的
収
入
が
一
二
三

億
三
、
四
六
三
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
七
億
七
、
七
一
九
万
円（
六
・

七
％
）
の
増
、
収
益
的
支
出
が
一

二
六
億
一
、
一
二
八
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
八
、
五
〇
〇
万
円（
〇
・

その他 
３，０７９，７７０，５０６円 

都市計画税 
４，７３６，１１８，３０２円 

固定資産税 
２５，５０８，５２９，７５５円 
固定資産税 

２５，５０８，５２９，７５５円 

市民税 
３３，０４２，９２０，８６４円 

市民税 
３３，０４２，９２０，８６４円 

市税の内訳 

市税 
６６,３６７,３３９,４２７円 
（４８．６%） 

５８，８６６，６４６，３５９円 
（４４．２％） 

２３，６８９，２９９，６７３円 
（１７．８％） 

１４，１９８，１３５，８７０円 （１０．７％） 

１２，７２０，０６４，２４４円 （９．６％） 

１０，９１１，３０３，６５１円 （８．２％） 

公債費 ６，０６７，２５７，１２０円 （４．５％） 

その他 ６，００７，３６３，４７５円 （４．５％） 議会費 ６２０，４１３，７１６円 （０．５％） 

国庫支出金 
２１，１４６，９５８，２０１円 
（１５．５％） 

都支出金１５，１５７，１２３，８２５円（１１．１％） 

繰入金 ８，３８９，７６５，００８円 （６．１％） 

市債 ６，９４１，１００，０００円 （５．１％） 

その他 １５，８５８，８３１，９９９円 （１１．６％） 

使用料及び手数料  ２，７０２，７１５，８６７円 （２．０％） 

基金の取崩しや特別会計
からの繰入で収入したお
金です 

特定の行政目的のために
都から交付されたお金で
す 

市が、国や金融機関から
借り入れたお金です 

特定の行政目的のために国から交付さ
れたお金です 

市民税、固定資産税、軽自動車
税、市たばこ税、都市計画税な
ど市民のみなさんに納めていた
だいた税金です 

民生費　障がい者、高齢者、児
童等の社会福祉や生活保護にか
かる経費 

総務費　庁舎管理、企画、財政、
徴税、戸籍、選挙、統計などにか
かる経費 

教育費　小・中学校の学校教
育や文化スポーツなどの社会
教育にかかる経費 

土木費　道路、橋りょう、
河川、公園、区画整理など
の基盤整備にかかる経費 

衛生費　各種健診、公衆衛生、
ごみ処理などにかかる経費 

平成22年度　歳入決算額の内訳（一般会計） 

平成22年度　目的別歳出決算額の内訳（一般会計） 

歳入合計 
１,３６５．６億円 

歳出合計 
１,３３０．８億円 

◎　

月
定
例
会
の
お
し
ら
せ（
予
定
）

１２
月１１１２

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
請
願
・
陳
情
受
付
締
切
は
、

　

月
５
日
午
後
５
時
で
す
。

１２
日２４

○木 
１
○木 

２
○金 

６
○火 

７
○水 

８
○木 

９
○金 

１２
○月 

１３
○火 

１４
○水 

１５
○木 

２２
○木 

内　
　

容

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会
予
備
日

本
会
議
（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会


